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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

2 ．弊社の事業活動において環境マネジメントシステムを構築し継続的改善を行います。

3 ．電力の消費による二酸化炭素排出量の削減を行う。

4 ．適正な利用により水資源の節約を行う。

5 ．営業車、収集運搬車両の燃料消費に伴う二酸化炭素排出量の削減を行う。

6 ．機密書類のリサイクル、生前整理、遺品整理事業での分別指導の徹底を行う

7 ．社会貢献活動（ライフキャップ運動・献血活動・砂場清掃等）を積極的に行う。

8 . 働き方改革による人員確保、労働時間の短縮を行う。

9 ．上記に示す活動を自社のSNS等で情報を発信し広く一般に公開する。

代表取締役

制定日： 2022年9月1日

山口　敏広

　 　 1.　　環境関連法規制や当社が約束したことが約束します。

　昭和41年、日本の総人口が1億人を超えた高度経済成長期に弊社は創業し、大量生産・大量消費・大量廃棄の時代に
深夜から早朝にかけて商店ゴミや家庭ゴミを収集し「大阪市内の美化」に貢献し邁進してまいりました。　昨今、プ
ラスチックごみに係る環境問題や温暖化等、地球規模での環境施策が取り沙汰されている中、弊社は可能な限りリサ
イクル活動に協力し環境にやさしい循環型社会構築に努めております。　又、CSR（社会的責任）において、リサイク
ル事業は勿論のこと、コンプライアンス（法的順守）にも積極的に取り組み、収集運搬業務の運行前点検やアルコー
ルチェック、安全運行の徹底や社会貢献活動（ライフキャップ運動）にも積極的に行い「社会の一員」としての責務
を果たしてまいります。

　株式会社　大生は、「環境と人にやさしい未来を創造する」を基本理念に、これからの高齢
化社会で、お客様が安心して廃棄物処理を任していただけるよう常に相手の立場に寄り添い、
ひとり一人のニーズにお応えできるようにSNS等で情報を発信し私たちのFAN（ファン）を一人
でも多く創り、SDGs及びカーボンニュートラルに積極的に取り組み、下記に掲げる環境保全へ
の行動指針を定めます。

環 境 経 営 方 針
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（１） 名称及び代表者名
株式会社　大生
代表取締役  山口　敏広

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市東住吉区中野４－６－２５

TEL:06-6797-2220  FAX:06-6797-1404
営業所 大阪府大阪市東住吉区住道矢田６－１４－９

TEL・FAX：06-6797-1023

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役 山口　敏広 TEL： 06-6797-2220

担当者 取締役 山口　喜久栄　 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊06-6797-2220

（４） 事業内容
産業廃棄物の収集運搬、一般廃棄物収集運搬業

（５） 事業の規模
法人設立 平成6年11月
資本金 万円
売上高 万円 （2022/9/1～2023/2/28）

名 名
㎡ ㎡

受託した廃棄物の処理量
ｔ
ｔ

ｔ

4ｔパッカー車 台

3.5ｔパッカー車 台

4ｔコンテナ車 台

2ｔダンプ車 1 台

1ｔトラック 1 台

軽車両 台

合計 台

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社　大生
対象事業所： 本社　　　　　大阪市東住吉区中野4丁目6番25号

営業所　　　　大阪市東住吉区住道矢田6丁目14番9号

199

2

11

車種 台数 備　　考

3

3

1

一般廃棄物 607
産業廃棄物 424

資源ごみ（再生資源）

延べ床面積　　　 26.8 347

1000
7,330

0 営業所
従業員　　　　　 4 7

組 織 の 概 要

3
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

取締役

環境委員会

代表

部長

環境経営組織及び役割・責任・権限
2023年10月1日

事務部 営業部 収集運搬部門 営業所

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実

施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

統括責任

必要な経営資源を準備

経営における課題とチャンスの明確

化
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

令和4年4月1日 令和6年3月31日

備　　　考

大阪市 030-154

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

大阪府 2700064067 平成22年12月22日 令和5年11月6日
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単位

kg-CO2

kg
kg
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

〇
✕

原単位評価 ✕

✕

✕

〇

〇

※2022年度のデータは期初から期の途中まで

総排水量 424 198

上記二酸化炭素排出量合計kg-CO2 136,234

一般廃棄物の削減
kg 1,200 1,188

594

97%

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 133,950 131,271

99% 90%

　一般廃棄物排出量 1,200 540

　産業廃棄物排出量 0 0

廃棄物排出量

1,164
132,147

1,188

416

98%

70,316 133,509

99% 97%

2024年

（目標）

600

水道水の削減 ㎥ 424 420
227 225 198

2021年 99% 87%

67,061 66,390 69,014

基準年度比 2021年

67,572

540

132,610

基準年度比 2021年 103%99% 98% 97%

kg-CO2/千円 0.016 0.015 0.178 0.015 0.015

1,181

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

136,234 70,316

項　目 2021年 2022年

97%
1,193

2,215

二酸化炭素総排出量

412

基準年度比

0.000 0.351 0.351

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

上段：
下段：

通期
2月末まで

基準値 2022年 2023年

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 2,284 2,261 1,302 2,238

基準年度比 2021年 99% 109% 98%

環境に配慮した収集運搬
行動目標（次項による）

129,931

1,302

関西電力 関西電力

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

6
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年 748 504

10月9月 11月

474

原単位目標

8月

0
362

0
454 472 550 771555

7月6月12月

0 0
597

522 806 655
362 521 662550 566

0 0

✕

5月4月3月2月1月

数値目標 ✕ 目標達成月が少なく、設定温度を冷房２８℃、暖房２０℃にする事、
及び不要照明の消灯徹底を全社員に周知徹底させる意識改革を
徹底させる。・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

・不要照明の消灯 △

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

0

200

400

600

800

1,000

電力（kWh） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

100 100 100

数値目標

0 0

7月

0 0

8月
100 100

2月

8月
3,894 3,969 3,621 4,1903,714 3,957

0
442 524

0

・エコドライブの徹底

3,813
4,163 4,139

達成状況

数値目標 ✕

550

2月 3月 4月 5月 7月
4,002

6月

6月

384 515

3,780 0 0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

今後も、全社員が分別排出に取り組みごみ減量化を目指す。

567 0 0 0

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
509

0
376

12月
522 440

○
・エリア別営業活動の見直し ○

10月 11月

・効率的なルートで配送

3,851
4,017 3,917 3,876

4,040 4,031

○

達成状況

総括として、エコドライブの徹底及び、効率的な分別回収のルート
模索など徹底した意識改革を行う。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3月 4月 5月
100 100 100 100 100
9090 90 90 90

100 100

1月

518 613 488 468 524

3,898

311 424 495

9月 10月 11月 12月 1月

9月 10月 11月 12月 1月

9月

90

・梱包材の再利用 ○

〇
・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

0

200

400

600

800

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

軽油（L) 2021年 2022年

0

50

100

150

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した収集運搬

取組紹介欄

0 0 0 0 0 028
38

9月 10月
38

1月
3636 38 41

11月 12月
33 34

6月

33 36 34 32 35
31 32 27

引き続き節水に努め、節水弁などの器具も水漏れがないか常に心
掛け目標達成に心掛ける。

2月 3月 4月 5月 8月7月
40

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・作業開始前の車両点検 ○ 車両清掃及び洗車後の汚泥などを下水に流さないようにネットを掛
け環境に配慮しながら取り組む。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・積み残しの削減 ○
・車両の清掃 ○

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目
で実施）

○

0 0

数値目標

達成状況

〇

0 0

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水弁取り付け ○

0

20

40

60

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

大阪府条例（流入車規制）

□外部からの環境上の苦情・要請等

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

車両火災に遭遇した際のマニュアルの説明を行う。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

収集運搬業（一般廃棄物・産業廃棄物）廃棄物処理法

適用される法規制

業務用空調機

11名参加

2023年2月21日 株式会社　大生　営業所

・臨時緊急対応訓練

フロン排出抑制法

道路交通法 過積載・アルコールチェック

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

収集運搬車

エコアクションを昨年９月から取り組み、全社員に環境負荷に対する意識改革を行った。電力、燃料は目標達成は出来なかった
が、来期はエアコン設定温度の徹底及び不要照明の消灯の徹底、エコドライブ、効率ルート回収の最適化を目指し目標達成に望
む。又、水道使用量は目標達成出来、来期も引き続き節水対策を社員一人ひとりが意識改革を持ち目標達成に取り組んでいき
ます。

外部からの環境上の苦情・要請等はありませんでした。

緊急事態対応の試行・訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示
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